
夏だ、ワッショイ！川まつり！
７月９日㈯、「岩崎の子ども川まつり」（市指定無形民俗文化財）が行われまし
た。毎年７月上旬に岩崎地区で行われる「五穀豊穣・水難よけ」を祈願する
祭礼行事です。５月末から子どもたちが主体となって製作した飾り竹は、長さ
約 10 ｍほどの竹に、麦わらで編んだドンバラ（酒の肴）・タゴ（酒樽）、子ど
もの名前を記した短冊などを飾り付けます。当日の早朝、男子は宇佐八幡宮、
女子は岩崎公民館から出発し、「ワッショイ、ワッショイ」と元気にかけ声を
発しながら、水路など要所ごとに飾り竹を奉納しました。

【今月の主な内容】
2～3

4
5
6
8

10

「大内暢三」 平和を希求した政治家 
八女の特産品を海外にPR  仏エクスレバン日本祭
平成28度八女市職員採用試験案内
やめっこ未来館が優秀賞を受賞

「八女市消費生活センター」に名称が変わります
夏のイベント案内
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大
内
暢
三
は
明
治
７
年
（
１
８
７

４
）
３
月
22
日
旧
柳
川
藩
士
・
大
内

精
一
郎
、
ツ
ナ
の
長
男
と
し
て
白
木

村
（
八
女
市
立
花
町
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
地
元
白
木
の
寺
子
屋
、
簡
易

小
学
で
学
び
、
13
歳
で
柳
川
・
橘き

つ

蔭い
ん

学
館
（
伝
習
館
高
校
の
前
身
）
に
、

さ
ら
に
熊
本
英
学
校
に
学
び
ま
し

た
。
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
東

京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
）
に

入
学
し
、
同
27
年
（
１
８
９
４
）
ア

メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
。

同
30
年
（
１
８
９
７
）
学
位
を
得
て

24
歳
で
帰
国
し
て
か
ら
は
、
早
稲
田

大
学
で
教
鞭
を
執
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
貴
族
院
議
長
の
近
衛

篤
麿
の
知
遇
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
近
衛
の
秘
書
と
し
て
、
７
か
月

に
わ
た
る
欧
米
視
察
に
随
行
し
知
見

を
広
め
ま
し
た
。
近
衛
は
ア
ジ
ア
主

義
を
唱
え
、
東
亜
同
文
会
を
設
立
。

や
が
て
荒
尾
精
、
根
津
一
ら
と
と
も

に
明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
上
海
に

東
亜
同
文
書
院
を
設
立
し
、
中
国
・

ア
ジ
ア
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
大
内
は
近
衛
の
側
近
と
な
り
、
東

亜
同
文
会
に
所
属
し
ま
す
。
明
治
37

年
（
１
９
０
４
）
に
満
40
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
近
衛
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
大
内
は
46
年
の
長
き
に
わ
た
り

会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
35
歳
で

衆
議
院
議
員
に
初
当
選
。
以
来
、
昭

和
５
年
（
１
９
３
０
）
年
に
引
退
す

る
ま
で
通
算
５
期
22
年
間
衆
議
院

議
員
の
職
に
あ
り
、
日
中
・
日
韓
友

好
親
善
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
復
興
繁
栄

を
願
い
、
政
治
家
と
し
て
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
ま
た
、
25
歳
以
上
の
男
子

に
等
し
く
投
票
権
を
与
え
る
普
通
選

挙
法
の
実
現
に
も
、
犬
養
毅
を
助
け

そ
の
成
立
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
政
界
を
引
退
し
た
大
内
は
昭
和
６

年
（
１
９
３
１
）、
上
海
の
東
亜
同
文

書
院
の
院
長
に
就
任
。
昭
和
７
（
１

９
３
２
）
年
の
上
海
事
変
、
昭
和
12

年
（
１
９
３
7
）
の
日
中
戦
争
と
、

書
院
に
と
っ
て
最
も
苦
難
な
時
代
と

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
書
院

の
長
崎
へ
の
一
時
移
転
問
題
や
学
生

の
戦
闘
参
加
拒
否
な
ど
、
あ
く
ま
で

も
一
貫
し
て
戦
争
拡
大
反
対
の
方
針

を
貫
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
つ
い
に
通

訳
と
し
て
従
軍
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
書
院
生
に
、「
軍
事
通
訳

に
出
動
す
る
こ
と
は
、
日
本
軍
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
民

衆
の
た
め
に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
大
内
の
根
本
は
二
宮
尊
徳
の
説
く

「
風
呂
水
の
哲
学
」
で
あ
り
、
そ
の

信
念
の
も
と
に
日
中
友
好
、
経
済
・

文
化
の
交
流
を
図
り
、
人
材
育
成
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
書
院
の

大
学
昇
格
を
果
し
、
日
中
交
流
の
一

大
文
化
機
関
と
な
る
こ
と
が
確
実
と

な
っ
た
こ
と
を
見
極
め
、
昭
和
15
年

12
月
、病
に
よ
り
職
を
辞
し
ま
し
た
。

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
太
平
洋
戦

争
に
突
入
し
た
日
本
の
前
途
を
憂
い

つ
つ
、
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
12

月
11
日
逝
去
。
享
年
71
歳
で
し
た
。

「
大
内
暢
三
」
平
和
を
希
求
し
た
政
治
家

白
木
村
に
生
ま
れ
、
東
京
、
ア
メ

リ
カ
へ

35
歳
で
政
治
家
の
道
へ

近
衛
篤
麿
と
の
出
会
い

戦
争
拡
大
反
対
を
貫
く

「
風
呂
水
の
哲
学
」の
信
念
の
も
と

大 内  暢 三
（おおうち ちょうぞう）
明治 7 年（1874）3 月22日白木
村に生まれる。東京専門学校（現
早稲田大学）に入学し、アメリ
カ・コロンビア大学留学。帰国後、
貴族院議長の近衛篤麿と出会い、
側近として東亜同文会の運営に
力を尽くす。
明治41年衆議院議員に初当選し、
5 期 22 年間衆議院議員として日
中・日韓友好親善に力を注ぐ。昭
和 6 年から昭和15 年まで東亜同
文書院院長。昭和19 年 (1944）
12 月11日逝去。享年 71歳
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二
宮
尊
徳
は
「
風
呂
の
中
に
入
っ
て
お
湯
を
自

分
の
方
に
か
き
寄
せ
れ
ば
湯
は
自
分
に
あ
た
っ
て

向
こ
う
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
反
対
に
向
こ
う
側
に

押
せ
ば
、
向
こ
う
に
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ち
ら
の
方
に
か

え
っ
て
く
る
。こ
れ
が
天
地
自
然
の
理
法
で
あ
っ
て
、

人
間
だ
け
が
で
き
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
仁
で
あ
り

義
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。

　
そ
の
哲
学
を
大
内
は
生
涯
の
心
情
と
し
て
、
政

界
で
の
政
治
活
動
に
し
て
も
東
亜
同
文
書
院
の
困

難
な
運
営
に
も
、
こ
の
信
念
を
も
っ
て
あ
た
り
、

日
中
・
日
韓
友
好
親
善
の
原
点
と
し
て
ア
ジ
ア
の

友
好
、
世
界
の
平
和
実
現
を
説
き
ま
し
た
。

　
旧
大
内
邸
の
入
口
付
近
に
あ
る
「
風
呂
水
の
哲

学
の
碑
」
は
大
内
暢
三
を
偲
ん
で
有
志
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
２
年
５
月
27
日
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
遺
族
や
東
亜
同
文

書
院
の
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
平
和
を
希
求
し
た

政
治
家
・

大
内
暢
三
展
」

八
女
か
ら
反
戦
の
誓
い
・
再
び

白城の里 旧大内邸
（八女市立花町白木 3245）
　☎３５・０４１５
⃝開館時間＝ 9 時～ 17 時
⃝休館日＝毎週月曜日

会
期
＝
７
月
24
日
㈰
～
８
月
28
日
㈰

会
場
＝
白
城
の
里  

旧
大
内
邸

　
　
　（
大
内
暢
三 

旧
家
）

　
大
戦
以
前
、
日
中
韓
の
友
好
を
掲
げ
た
政
治
家
・

大
内
暢
三
の
主
要
遺
品
と
あ
わ
せ
、
戦
争
拡
大
回
避

と
東
ア
ジ
ア
の
友
好
親
善
に
関
す
る
憲
政
資
料
を

展
示
し
ま
す
。

⃝

主
な
展
示
資
料
＝
大
内
暢
三
、犬
養
毅
、尾
崎
行
雄
、

近
衛
篤
麿
、
斎
藤
隆
夫
、
東
亜
同
文
書
院
資
料

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
（
☎
２
４・８
１
６
３
）

平
成
28
年
度
八
女
市
平
和
事
業入

場
無
料

大
内
の
信
条

「
風
呂
水
の
哲
学
」

大
内
邸
に
残
る

「
康ワ
ン 
有ユ

為イ

」
の
書

近衛 篤麿（このえあつまろ）
　1863 年 8 月10 日京都に
生まれる。明治時代後期の
華族・政治家。アジア主義
を唱え、東亜同文会を起す
など活発な政治活動を行う。
第 34・38・39 代内閣総理
大臣近衛文麿の父。1904
年1月1日死去。享年 41歳。

東亜同文書院（とうあどうぶんしょいん）
　1901年東亜同文会によって中国の
上海に設立された。中国・アジアで活
躍できる人材の育成を目的として、戦
前海外に設けられた日本の高等教育
機関としては最も古い歴史を持つ。中
国・アジア重視の国際人を養成し、こ
こから日中関係に貢献する多くの人材
が輩出された。（写真は東亜同文会時
代、前列右が大内）

　

康
有
為（
１
８
５
８
ー
１
９
２
７
）

は
、
清
末
民
初
に
か
け
て
の
思
想

家
・
政
治
家
・
書
家
。
日
清
戦
争
後
、

清
国
の
民
主
化
を
要
求
し
て
１
８
９

７
年
戊ぼ

戌じ
ゅ
つの
政
変
を
起
し
ま
し
た
が

失
敗
し
、
日
本
に
亡
命
し
ま
し
た
。

　
こ
の
書
は
白
木
に
て
書
か
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
、
西
太
后
へ
の
憎
し

み
が
読
み
取
れ
ま
す
。

【
参
考
資
料
】
立
花
町
史
、
広
報
た
ち
ば
な
、
福
岡
県
郷

土
の
先
達
（
東
京
福
岡
県
人
会
）、
愛
知
大
学
東
亜
同
文

書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
記
念
誌
（
愛
知
大
学
）、
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
、
旧
大
内
邸
所
蔵
資
料 

等



八
女
の
特
産
品
を
海
外
に
Ｐ
Ｒ

　
　

　　
今
回
、
八
女
の
特
産
品
を
出
展
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
11
月
に

リ
ヨ
ン
市
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
（
外
務

省
と
富
岡
市
共
催
）
で
、
来
場
者
へ
の

記
念
品
と
し
て
八
女
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。「
ま
ろ

や
か
で
香
り
が
高
い
」「
ど
こ
で
買
え
る

の
か
」と
反
響
が
大
き
く
大
変
好
評
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
領
事
事
務
所
よ
り
「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
ぜ
ひ
八
女
茶
を
紹
介
す

る
企
画
を
行
い
た
い
」
と
の
依
頼
を
受

け
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　　
八
女
市
か
ら
は
、特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー

ル
す
る
た
め
八
女
茶
と
あ
わ
せ
て
手
す

き
和
紙
、
漆
・
蒔
絵
工
芸
品
、
竹
細
工
、

石
灯
ろ
う
、
雛
人
形
な
ど
、
八
女
を
代

表
す
る
伝
統
工
芸
品
を
送
り
ま
し
た
。

　
祭
り
は
、
地
元
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

紹
介
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
中
で
も
八
女
茶
は
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式

典
の
「
茶
道
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
呈
茶
の
形
で
八
女
の
抹
茶
が
参

加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
『
八
女
茶
の
利
き

茶
』が
開
催
さ
れ
、「
八
女
伝
統
本
玉
露
」、

「
煎
茶
」、「
ほ
う
じ
茶
」
の
試
飲
会
が
行

わ
れ
大
変
な
人
気
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

も
緑
茶
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
飲
み
物
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

味
の
違
い
に
驚
き
、「
こ
ん
な
に
美
味
し

い
お
茶
は
初
め
て
飲
ん
だ
」
と
喜
ぶ
人

も
。
約
５
０
０
人
の
方
々
に
八
女
茶
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
伝
統
工
芸
品
の
展
示
で
は
、
来
場
者

が
熱
心
に
紹
介
パ
ネ
ル
を
読
ん
だ
り
、

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。「
八

女
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」「
お
茶
の
即
売

　
フ
ラ
ン
ス  

エ
ク
ス
レ
バ
ン
日
本
祭

フ
ラ
ン
ス
リ
ヨ
ン
市
で
の

　
八
女
茶
の
反
響
が
き
っ
か
け
に

「
八
女
茶
の
利
き
茶
」
や

　
伝
統
工
芸
品
の
展
示
で
八
女
を
紹
介

会
は
な
い
の
か
」「
こ
の
工
芸
品
を
売
っ
て
も

ら
い
た
い
」
等
々
、
来
場
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
多
く
八
女
市
の
ブ
ー
ス
は
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
、
小
林
龍
一
郎
領
事

事
務
所
長
は
、「
八
女
の
特
産
品
は
大
変
好

評
で
し
た
。
今
後
も
フ
ラ
ン
ス
で
八
女
市
の

情
報
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
末
、「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
が
Ｇ
Ｉ

マ
ー
ク
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
付
加
価
値
を
高
め
、
世
界
的
な
ブ
ラ

ン
ド
に
し
て
い
く
た
め
、
市
で
は
様
々
な
情

報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
外

国
人
観
光
客
の
誘
致
と
特
産
品
を
世
界
に

売
り
込
む
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。

6/16

6/22
～

「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
を

　
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に

伝統工芸品を展示した八女のブースは
大盛況でした。

①オープニング式典で八女産の抹茶を味わう②多
くの来場者に対応するため水出しで利き茶会を行
いました③八女の伝統工芸品を展示したブース

　
６
月
16
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
南
東
部
に
位
置
し
、
国
際
的
な
温

泉
保
養
地
、
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ク
ス
レ
バ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ク

ス
レ
バ
ン
日
本
祭
」
に
八
女
市
の
特
産
品
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
2
の
都
市
リ
ヨ
ン
に
常
駐
す
る
外
務
省
在
リ
ヨ
ン

領
事
事
務
所
（
以
下
：
領
事
事
務
所
）
と
エ
ク
ス
レ
バ
ン
市
が
共
催
し
た
も
の
で
、

日
本
の
伝
統
文
化
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
総
合
的
に
紹
介
し
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス

双
方
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

１

2

3
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試験区分 採用予定人数 職務の内容 受験資格
一般事務（Ａ）
（大学卒業程度） 15人

程度
一般行政事務等
に従事

昭和62年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人

一般事務（Ｂ）
（高校卒業程度）

平成３年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人
（ただし、大学での在学期間が2年を超える人を除く）

一般事務（Ｃ）
（ＵＩターン定住枠）

2人
程度

一般行政事務等に
従事

次のすべての要件を満たす人
①昭和42年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた人
②平成28年7月1日の１か月以上前から八女市外に在住している人で、
採用後、八女市内に定住できる人
③平成28年7月1日現在で、民間企業等における職務経験を３年以上有
する人
注１「民間企業等における職務経験」とは、会社員、団体職員、公務員、自営業者等として、
週30時間以上の勤務を１年以上継続して就業した期間が該当します。
注２　職務経験が複数ある場合は、その期間を通算します。ただし、同一期間内に複数
の職務に従事した期間は、いずれか１つのものに限り通算します。
注３　最終合格後、職務経験期間の確認のため、職歴証明書を提出していただきます。
職務が確認できない場合は、合格を取り消します。

土木技術 2人
程度

土木に関する計画・設
計・施工・維持管理
および一般行政事務
等の業務に従事

昭和62年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人で、土木に関する専門
課程を修了した人（平成29年3月末までに修了見込の人を含む。）または土木
に関する職務等に１年以上の勤務経験がある人。

文化財専門職 1人
発掘調査・文化財
保護等の業務に従
事

昭和57年4月2日以降に生まれた人で、大学または大学院において考古学を
専攻し修了した人（平成29年３月末までに修了見込の人を含む。）またはこ
れと同等の資格と認められる人。

保育士 3人
程度

保育・子育て支援
等の業務に従事

昭和57年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格免許を有する人。（平成
29年3月末までに資格取得見込の人を含む。）

◦試験区分・受験資格など

平
成
28
年
度
八
女
市
職
員
採
用
試
験
案
内

◦
第
１
次
試
験
日

９
月
18
日
㈰ 

10
時
～

◦
申
込
受
付
期
間

８
月
22
日
㈪
ま
で

◦
募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
数

▽
一
般
事
務
A（
大
学
卒
業
程
度
）

▽
一
般
事
務
B（
高
校
卒
業
程
度
） 

▽
一
般
事
務
C（
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
定
住
枠
）

▽
土
木
技
術  

2
人
程
度

▽
文
化
財
専
門
職  

1
人

▽
保
育
士　
3
人
程
度

求
む
！

新
鮮
力

◦
第
１
次
試
験
日

９
月
18
日
㈰　

10
時
～

◦
試
験
会
場

福
島
中
学
校
（
八
女
市
本
村
４
３
０

番
地
）

※
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
・
受

験
資
格
に
つ
い
て
は
下
の
表
を
参
照
。

◦
試
験
科
目

▽
一
般
事
務
（
Ａ
）

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

▽
一
般
事
務
（
Ｂ
）

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
職

場
適
応
性
検
査

▽
一
般
事
務
（
Ｃ
）
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
定
住

枠社
会
人
基
礎
試
験
（
職
務
基
礎
力
試

験
、
職
場
適
応
性
検
査
）

▽
土
木
技
術

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

▽
文
化
財
専
門
職

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

▽
保
育
士

教
養
試
験
（
短
大
卒
業
程
度
）、
専

門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

※
第
２
次
・
第
３
次
試
験
に
つ
い
て

は
、
試
験
案
内
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

◦
試
験
案
内
請
求
お
よ
び
願
書
提

出
先

〒
８
３
４

－８
５
８
５

八
女
市
本
町
６
４
７
番
地

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事
課
人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し
ま

す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
試
験
案
内
を
請
求
さ
れ
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
採
用
試

験
案
内
請
求
（
試
験
区
分
を
必
ず
記

入
）」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、

角
形
20
号
ま
た
は
角
形
Ａ
４
号
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間

８
月
22
日
㈪
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）
の
８
時
30
分
～
17
時

15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
22
日
㈪
ま

で
に
必
着
し
書
類
に
不
備
の
な
い
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係
（
☎
２
３・２
１
２
９
）

15
人
程
度

}

２
人
程
度

※一般事務A・B・Cは、受験資格を区分するものであって、採用後の処遇などに差をつけるものではありません。
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「
や
め
っ
こ
未
来
館
」が
、福
岡
県
木
造・木
質

化
建
築
賞
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
福
岡
県
木
造
・
木
質
化
建
築
賞
木

質
化
の
部
で
、
八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施

設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
岡
県
が
木
材
利
用

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
に
優
れ
た
モ
デ
ル

的
な
建
築
物
を
募
集
し
、
表
彰
し
て
い
る
も

の
で
す
。
木
造
の
部
・
木
質
化
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
大
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、
奨
励
賞
５

点
が
決
定
。
受
賞
し
た
施
設
は
い
ず
れ
も
木

材
の
温
か
み
や
柔
ら
か
さ
な
ど
、
木
材
の
良

さ
が
存
分
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
は
平
成
26
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
。
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

福
島
保
育
所
で
構
成
さ
れ
、
保
育
の
機
能
と

子
育
て
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
２

階
建
て
で
、
内
装
に
ヒ
ノ
キ
材
を
豊
富
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
優
し
く
、

木
材
の
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
点
が
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
館
内
の
「
み
ら
い
広
場
」
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
遊
べ
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
交
流
し
た
り
情
報
収
集
し
た
り

で
き
る
場
で
す
（
み
ら
い
広
場
で
の
催
し
物
は

広
報
や
め
の
15
日
号
に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま

す
）。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

お
子
さ
ま
の
一
時
預
か
り
事
業
、
子
育
て
を
地

域
で
相
互
援
助
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
の
会
員
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
も
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木材をふんだんに使った温かみのある室内（左・みらい広場、右・福島保育所）

や
め
っ
こ
未
来
館
（
み
ら
い
広
場
）

　
☎
２
４
・
８
８
１
４

⃝

開
所
日
＝
火
～
日
曜
日
（
月
・
祝
・
年
末
年
始

休
館
。
月
曜
が
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
の
場
合
は
開

所
し
翌
日
休
館
）
⃝ 

開
所
時
間
＝
９
時
～
17
時

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
は
、
子
育
て
と
生
計
を
一
人

で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が
２
人

以
上
い
る
ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
は
、
よ
り
経
済
的
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
第
２
子
・
第
３
子
の
加

算
額
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　児童扶養手当の月額（平成 28 年 8 月分から）
子どもが１人
の場合

〈全部支給〉42,330 円
〈一部支給〉  42,320 円～ 9,990 円

子ども２人目
の加算額

〈定額〉5,000 円→〈全部支給〉10,000 円
　　　　　　　　 〈一部支給〉9,990 円～ 5,000 円

子ども３人目
以降の加算額

（１人につき）

〈定額〉3,000 円→〈全部支給〉6,000 円
　　　　　　        〈一部支給〉5,990 円～ 3,000 円

　　　　　　　　　　　　　　※一部支給は所得に応じて決定されます
◦増額の支払月＝平成 28 年８月分から加算額が増額されますが、平成
28 年８月から同年 11月分は、４か月分の支給月である平成 28 年 12 月
に支払われます。
◦問い合わせ＝子育て支援課子ども家庭係（☎２３・１３５１）

平
成
28
年
８
月
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
」の

加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
へ
大
切
な
お
知
ら
せ

八女伝統工芸館

看板のいとう

八女観光物産館ときめき

コスモス新町

清水町おりなす八女入口

みらい館北←筑後
バルビゾン通り（旧国鉄矢部線）

八女市役所
おりなす八女

旧国道442

や
め
っ
こ

未
来
館
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広報やめ　2016.8.17

ツアー運行予定日 お住まいの人 ➡ 行き先 問い合わせ

９月１３日㈫ 矢部村 ➡ 上陽町 矢部支所 産業観光係
　（☎ 47・3111）

９月21日㈬ 立花町 ➡ 星野村 立花支所 商工観光係
　（☎ 23・4941）

10月12日㈬ 上陽町 ➡ 旧八女 上陽支所 産業観光係
　（☎ 54・2219）

10月13日㈭ 旧八女 ➡ 矢部村 本庁　 観光振興係
　（☎ 23・1192）

11月中旬～
下旬の火曜日 星野村 ➡ 黒木町 星野支所 産業観光係

　（☎ 52・3114）
平成29年

２月23日㈭ 黒木町 ➡ 立花町 黒木支所 商工観光係
　（☎ 42・1115）

一般財団法人ＦＭ八女（福岡県知事登録第3-772号）

★八女市にお住まいの方限定企画★

「八女の魅力新発見！
よかとこめぐりツアー」

美味しいもの食べて、巡って、
一日満喫できるバスツアーに
参加してみませんか？
ツ ア ー 料 金 は 2,000 円 ～
3,500 円。日程順に募集を行
います。お楽しみに！

　
立
花
町
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象

に
星
野
村
の
よ
か
と
こ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
星
野
村
で
し
か
味
わ
え
な
い
美

味
し
い
料
理
や
お
茶
も
堪
能
で
き
ま

す
の
で
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

⃝

対
象
者
＝
立
花
町
に
お
住
ま
い
の

人

⃝

実
施
日
＝
９
月
21
日
㈬

⃝

集
合
場
所
＝
立
花
支
所
（
正
面
玄

関
）

⃝

集
合
受
付
時
間
＝
８
時
45
分

⃝

内
容
＝
鹿
里
棚
田
彼
岸
花
ま
つ

り
、㈱
星
野
製
茶
園
、喫
茶 

花
里
菜
、

茶
の
文
化
館
な
ど

⃝

参
加
料
＝
３
０
０
０
円（
体
験
料・

食
事
代
・
保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
定
員
＝
先
着
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

⃝
解
散
時
間
＝
16
時
10
分
（
予
定
）

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支
所

産
業
観
光
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

※
申
込
は
専
用
用
紙
に
よ
る
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
窓
口
に
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
熱
中
症
対
策
で
き
て
い
ま
す
か
？
熱
中
症

は
い
つ
で
も
誰
で
も
発
症
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
正
し
い
予
防
法
を
知
り
、
普
段
か
ら
気
を
つ

け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
暑
さ
に
負
け
な
い
体
作
り

▽
水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
、
大
量
の
汗
を
か
く
時

に
は
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
十
分
な
睡
眠
を
と

り
、
体
調
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
常
生
活
の
中
で
の
工
夫

▽
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
で
室
温
を
25
～
27
度

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▽
衣
服
は
麻
や
綿
な
ど
通
気
性
の
良
い
生
地
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

○
熱
中
症
か
な
？
と
感
じ
た
ら･･･

▽
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
た
部
屋
や
風
通
し
の
良
い
日

陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

▽
衣
服
を
脱
が
し
、
氷
や
保
冷
剤
で
両
側
の
首

筋
や
脇
、足
の
付
け
根
な
ど
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

▽
水
分
と
塩
分
を
同
時
に
補
給
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水
液
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

暑い夏を乗り切ろう！
八女消防本部

八
女
よ
か
と
こ
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

～
ほ
し
の
め
ぐ
み
を
味
わ
お
う
～

立花町に
お住まいの
皆さんへ
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【
質
問
１
】
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
か
？

【
答
え
】
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
商

品
事
故
の
苦
情
な
ど
の
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
相
談
内
容
に

よ
り
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
各

種
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
資
料
の
発
行
、
Ｆ
Ｍ
八
女
へ

の
出
演
や
出
前
講
座
の
開
催
な
ど
の

普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
２
】
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
で
き
る
の
は
ど
ん
な
場
合
で
し
ょ

う
か
？

【
答
え
】
対
象
と
な
る
相
談
者
は
、
原

則
と
し
て
八
女
市
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
し
て
い
る
消
費
者
で
す
。
相
談

内
容
と
し
て
は
、「
悪
質
な
訪
問
販
売

で
、商
品
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
」「
メ
ー

ル
で
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ

れ
た
」「
子
ど
も
が
、
お
も
ち
ゃ
で
ケ

ガ
を
し
た
」
と
い
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
苦
情
や
事
業
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談
、
消
費
生
活
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
す
。

【
質
問
３
】「
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

【
答
え
】
八
女
市
役
所
南
庁
舎
の
２
階

に
あ
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

１
階
の
総
合
案
内
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
質
問
４
】
消
費
生
活
相
談
の
受
付
体

制
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

【
答
え
】
相
談
の
受
付
時
間
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
）
の
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
で
す
。
毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
は
、
黒
木
支
所
で

出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
主
に
、
電
話
や
来
所
で
受

け
付
け
て
お
り
、
消
費
生
活
専
門
相

談
員
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
が
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
３
火

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
５
】
相
談
す
る
に
あ
た
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
方
が

よ
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

【
答
え
】 

契
約
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
、
ご
相
談
に
関
す
る
書
類
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
相
談
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

【
質
問
６
】
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
か
？

【
答
え
】
相
談
を
受
け
る
場
所
は
完
全

個
室
で
す
。
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

ま
た
、匿
名
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
質
問
７
】
消
費
者
教
育
や
消
費
者
啓

発
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

【
答
え
】
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の

た
め
、
①
広
報
紙
へ
の
啓
発
記
事
の

掲
載
②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
③
出
前

講
座
の
開
催
④
Ｆ
Ｍ
八
女(

防
災
ラ

ジ
オ)

に
出
演
し
、
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
消
費
者
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
各
種
団
体
で
、

お
気
軽
に
出
前
講
座
等
の
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
消
費
生
活
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
元
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

 FM八女で消費生活のアドバイスをする消費生活相談員（右）

「
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
に
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

匿
名
で
の
相
談
可
能
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
八
女
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
の
名
称
が
、「
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に

変
わ
り
ま
す
。
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
に
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
き
、消
費
者
被
害
等
を
未
然
に
防
ぎ
、ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
関
と
し
て
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、「
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が
ど
ん

な
と
こ
ろ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

八女市消費生活センター（☎２３・１１８３）
　〈月～金曜日〉８時３０分～１６時３０分
◦黒木支所出張相談
　毎週水曜日　9 時～ 16 時
◦弁護士による無料法律相談（要予約）
　毎月第 3 火曜日　13 時～ 16 時
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消費生活
そうだん

⑳

安
易
に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
不
当
な
請
求
や
詐
欺

の
サ
イ
ト
で
は
な
い
か
見
極
め
ま
し
ょ
う
。
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
請
求
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
事 

例
】

　
「
中
学
生
の
子
ど
も
が
ス
マ
ホ
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
を
見
た
よ
う
で
、
年
齢
確
認
項

目
の
『
18
歳
以
上
』
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と

た
ん
『
登
録
完
了
』
と
表
示
さ
れ
た
そ
う

だ
。
サ
イ
ト
に
電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ
『
登

録
が
完
了
し
て
い
る
の

で
、
料
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

言
わ
れ
た
。
本
当
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
」。

【
解
説
】

★
注
意
！
　

　
不
当
な
請
求
や
詐
欺
の
サ
イ
ト
で
は
な

い
か
見
極
め
が
大
切
で
す
。

①
「
料
金
の
表
示
は
あ
っ
た
か
」

　
サ
イ
ト
に
は
購
入
前
の
画
面
で
そ
の
契

約
が
有
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
料
金

（
い
く
ら
か
？
）
の
表
示
が
必
要
で
す
。

②
「
意
思
確
認
画
面
は
あ
っ
た
か
」

　
サ
イ
ト
に
は
注
文
や
登
録
の
際
に
、
申

込
内
容
を
容
易
に
確
認
・
訂
正
で
き
る
画

面
を
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
や
押
し
間
違
え
で
登
録
が

完
了
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

③
支
払
い
方
法

　「
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

買
っ
て
来
て
、
番
号
を
電
話
か
メ
ー
ル

で
教
え
て
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た

ら
、詐
欺
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。「
サ
ー

バ
型
」
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
発
行
さ

れ
た
Ｉ
Ｄ
番
号
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に

入
力
す
る
だ
け
で
、
通
信
販
売
の
商
品

購
入
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
番
号
を

伝
え
る
こ
と
は
、
価
値
を
相
手
に
渡
し

た
こ
と
と
同
じ
で
す
。
サ
イ
ト
業
者
は

番
号
を
聞
き
出
す
と
す
ぐ
に
換
金
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
高
い
で
す
。
あ
わ
て

て
相
手
に
連
絡
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
完
了
の
時
点
で
は
、

名
前
や
住
所
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、

電
話
や
メ
ー
ル
を
し
て
相
手
に
言
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
次
々
に
請
求
が
来

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
夏
休
み
は
、
お
子
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
に
接
す
る
時
間
が
長
く
な
り
が

ち
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
ま
す
。
家
族
で

ル
ー
ル
を
決
め
、
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
注
意
を
は
ら
い
、
声
を
か
け
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。

※
今
回
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
は
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
給
付

す
る
「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
）」の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、

▽
平
成
27
年
１
月
１
日
に
八
女
市

に
住
民
票
が
あ
り
、

▽
平
成
27
年
度
分
の
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
の
う
ち
、

▽
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
る
人
（
昭
和
27
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
す
。

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
人
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
人

（
世
帯
）
に
は
、
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
人
は
、

該
当
す
る
か
確
認
の
上
、
す
ぐ
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金

が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
て
も
審
査
の
結
果
、
対

象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、申
請
書
同
封
チ
ラ
シ
、

広
報
や
め
５
月
１
日
号
ま
た
は
八
女

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申請期限は8月16日㈫までです。
お急ぎください。

◦市・県・国などが ATM( 銀行・
コンビニなどの現金自動預け払
い機 ) の操作をお願いすること
は絶対にありません。
◦ ATM を自分で操作して、他
人からお金を振り込んでもらう
ことは絶対にありません。
◦「高齢者向け給付金」のた
めに手数料などの振込を求め
ることは絶対にありません。
◦ご自宅や職場などに市・県・
国などをかたった不審な電話
がかかってきたり、不審な郵便
物が届いたりしたら、迷わず八
女市臨時給付金担当や最寄り
の警察署にご連絡ください。

⃝

申
請
期
限
＝

８
月
16
日
㈫
（
消
印
有
効
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
臨
時

給
付
金
担
当
（
☎
２
４
・
８
０

９
１
／
２
４
・
８
０
９
２
）

「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」
などに注意を！！

高齢者向け
給付金

八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３
・
１
１
８
３
）
※
月
～
金
曜

日　

８
時
30
分
～
16
時
30
分
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今
年
も
９
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
八
女
の
ま
つ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
光
と
音
楽
の
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

矢
部
川
に
映
る
花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
※
八
女
の
ま
つ
り
の
詳
細

は
広
報
や
め
９
月
１
日
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

★
期
日
＝
９
月
10
日
㈯
※
荒
天
時
は
９
月
11
日
㈰

に
順
延

★
会
場
＝
宮
野
公
園
（
べ
ん
が
ら
村
横
）

★
駐
車
場
＝
▼
総
合
体
育
館
（
３
０
０
台
）
▼
南

中
学
校
（
２
５
０
台
）
▼
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
立

花
地
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
中
央
選
果
場（
１
８
０
台
）

▼
家
畜
市
場
（
50
台
※
21
時
30
分
ま
で
出
庫
不
可
）

★
開
催
内
容
（
予
定
）

▼
17
時
～
物
産
・
露
天
販
売

▼
19
時
55
分
～
点
火
宣
言

▼
20
時
～
（
約
30
分
間
）
光
と
音
楽
の
花
火
大
会

★
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２
・
６
６
４
４
）

　
川
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思
い
と
、
ふ
る
さ
と
の

良
さ
を
見
直
し
た
い
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
灯
ろ

う
を
毎
年
、
星
野
川
に
流
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
今

後
の
復
興
へ
の
願
い
も
込
め
て
万
灯
を
流
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
８
月
16
日
㈫
※
少
雨
決
行

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
周
辺
の
星
野
川

◦
内
容
＝
▽
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
大
会
17
時
～

（
予
定
）
▽
万
灯
流
し
19
時
～
（
予
定
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
観
光
協
会
上
陽
支
部
（
上

陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光
係
）
☎
５
４
・
２

２
１
９

※
万
灯
流
し
開
催
に
あ
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
星
野
村
の
夏
の
風
物
詩
、
夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
山
間
部
か
ら
打
ち
上
げ
る
花
火
は

迫
力
満
点
！
花
火
以
外
に
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
ラ

ム
ネ
等
の
早
飲
み
大
会
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん

に
よ
る
出
店
も
お
楽
し
み
に
♪

◦
日
時
＝
８
月
13
日
㈯
18
時
～
21
時
30
分

【
花
火
打
上
げ
時
間
】

20
時
15
分
～
※
雨
天
延
期
20
日
㈯

◦
場
所
＝
八
女
市
星
野
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
池
の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」
実
行
委

員
会
事
務
局
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光

係
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

第
22
回

八
女
上
陽

　
万
灯
流
し

夏
ま
つ
り

「
よ
か
っ
祭
」

第
２
回  

八
女
の
ま
つ
り

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

第19回

イ
夏
の

ベン
ト

消
防
団
員
の
技
術
向
上
と
士
気
高
揚
、
消
防
活

動
の
充
実
強
化
を
目
的
に
、
消
防
操
法
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
八
女
市
消
防
団
が
統
合
さ
れ
、
初

め
て
の
操
法
大
会
と
な
る
今
回
は
、
広
川
町
消
防
団

も
含
め
た
支
部
大
会
と
な
り
ま
す
。
自
動
車
ポ
ン
プ
・

小
型
ポ
ン
プ
の
各
種
目
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
９
月
に
行

わ
れ
る
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
八

女
市
の
安
全
安
心
の
防
人
と
な
る
消
防
団
員
が
連
日

連
夜
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
大
会
で
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、八
女
市・広
川
町
の
女
性
消
防
団
員
が
、

防
火
・
防
災
に
つ
い
て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

く
学
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
八
女
支
部
消
防
操
法
大
会

◦
種
目
＝
自
動
車
ポ
ン
プ
10
チ
ー
ム
、 小
型
ポ
ン
プ
10

チ
ー
ム

◦
日
時
＝
8
月
7
日
㈰
8
時
20
分
開
式

◦
会
場
＝
春
の
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
上
陽
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

第１回福岡県消防協会 八女支部消防操法大会のお知らせ

八女市消防団長の辞令
交付式が 7 月1日㈮に
行われ、山下繁敏氏（旧
八女支団長・長野）が

八女市消防団長に就任されました。前団長
の松延英博氏の退任に伴い、松延英博氏お
よび市内の旧市町村の代表である各支団長
から推薦され、今回の就任となりました。ま
た同日に山下団長から桐明和広氏に辞令が
交付され、新八女支団長に就任されました。
◦問い合わせ＝防災安全課消防防災係

（☎２３・１７３１）

　八女市消防団長に  
   山下 繁敏 氏
新

矢
部
村

花
火
大
会

◦
期
日
＝
８
月
14
日
㈰
※
雨
天
の
場
合
は
15
日
㈪
◦
場
所
＝

矢
部
第
１
運
動
場
◦
内
容
＝
▽
19
時
開
演
▽
20
時
30
分
花

火
打
上
げ
◦
主
催
＝
矢
部
村
青
年
団
、
矢
部
地
域
づ
く
り

協
議
会
◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

第36回
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
昭
和
21
年
終
戦
後
の
食
糧
難
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
日
本

伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
書
道
文
化
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
、
立
ち
上
が
っ
た
大
先
輩
方
が
書
道
研
究
会
を
創
り
、

学
校
教
育
の
場
か
ら
対
日
政
策
の
一
つ
と
し
て
追
放
さ
れ

た
書
道
を
復
帰
す
る
た
め
の
運
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
復
帰
し
た
時
は
書
道
の
教
科
書
を
書
道
研
究
会
で
作

り
、中
央
か
ら
有
名
書
家
を
呼
ん
で
書
道
講
演
会
を
開
き
、

書
道
文
化
を
創
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
の
作
品

と
、
意
志
を
受
け
継
ぎ
今
日
活
動
し
て
い
る
書
道
部
会
員

の
作
品
を
「
書
の
流
れ
展
」
と
し
て
展
示
し
ま
す
。
な
お
、

今
年
の
先
輩
作
品
は
黒
木
茂
先
生
と
村
方
正
人
先
生
の
作

品
で
す
。
ど
う
ぞ
御
高
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
８
月
４
日
㈭
～
８
月
28
日
㈰

◦
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

書
の

  

流
れ
展

奥八女の秋を感じながら、あなたも走ってみませんか。
今年も「第 29 回奥八女黒木ハーフマラソン大会」を
開催しますので、ふるってご参加ください。

◦日にち＝11月13日㈰
◦会場＝八女市役所黒木支所
◦受付＝ 8 時 30 分～ 9 時 30 分
◦開会式＝ 9 時 30 分～
◦参加料＝ 3,000 円
◦参加賞＝八女茶・柚ごしょう・オリジナルスポーツタオル
◦福引き＝10 万円分の旅行券をはじめ、グリーンピア八女・
グリーンパル日向神峡の宿泊券、特産品を多数用意しています。
◦応募方法＝ 9 月 30日㈮までに参加申込書に必要事項を記
入の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り込んでください。
※申込書は、本庁総合窓口、八女市総合体育館、黒木支所
総務課および各支所総務課に準備しています。
◦問い合わせ＝奥八女黒木ハーフマラソン大会事務局（八女
市役所黒木支所）総務課☎４２・１１１１　

第29回 奥八女黒木
ハーフマラソン
大会

★ 種目とスタート時刻
種目 スタート時刻

ハーフコース（男性） 10 時 20 分
※制限時間 3 時間 20 分ハーフコース（女性）

10ｋｍコース（男性）

10 時 40 分10ｋｍコース（女性）
５ｋｍコース（男性）
５ｋｍコース（女性）

（ハーフマラソンは、制限時間を設けています）

11/13 ㈰ 

8月の
横町町家
交流館の
催し

参
加
者

募
集
！



　2016.8.1　広報やめ

　
平
成
27
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」「
フ
ァ

ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
等
の
集
計
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
３
０
１
件
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
分
野
は
、
道
路
・
河
川
で
31
件

で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、

人
事
・
職
員
19
件
、
公
園
18
件
、
市
関
連
施

設
等
16
件
、
交
通
安
全
・
安
心
安
全
、
学
校

教
育
が
13
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が
き

等
は
全
て
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
新
八
女

市
づ
く
り
の
た
め
に
、
問
題
点
は
改
善
し
、

建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
し
く
は

担
当
課
よ
り
直
接
ご
本
人
に
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
広
報
紙
面
で
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦27年度件数　301件
（内訳）市長へのはがき 249 ／メール 26 ／ファク
ス5 ／目安箱 6 ／手紙 13 ／その他2
◦分類状況（件）

（内訳）苦情 87 ／要望 150 ／提言 7 ／お尋ね 5
 ／意見 39 ／便り・お礼 13 

平成27年度市長へのはがき集計
内容等 件数 内容等 件数

交通安全・安心安全 13 防災・ＦＭラジオ 5
人事・職員 19 道路・河川 31
市税 8 マイナンバー 2
財政・行財政改革 2 公園 18
高齢者福祉 10 市営住宅 4
児童福祉 12 観光・祭り 7
生活支援 2 商工業 8
その他の福祉 3 農業 7
健康づくり 7 上下水道 4
医療 2 学校教育 13
公害 2 図書館 6
ごみ 7 選挙 2
ペット 2 議会 2
その他の環境 11 企画・政策 9
社会教育 10 広報広聴 7
スポーツ 5 市関連施設等 16
男女共同参画 １ 結婚・少子化 ３
文化財 9 九州北部豪雨関連 4
交通・デマンド 10 その他 18

合　　　　計 301

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　地域
を「映画」で　　　　

　盛り上げていきます

三田村市長が全てのはがきに目を通しています。

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.8）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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本
館
＝
９
月
1
日
㈭
～
12
日
㈪

分
館
＝
９
月
13
日
㈫
～
17
日
㈯

※
移
動
図
書
館
は
運
休
ま
た
は

変
更
し
ま
す
の
で
Ｈ
Ｐ
の
予
定

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
期
間
中
の
本
の
返
却
は
、

返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

8月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～20時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日
1 ㈪ ,8 ㈪ ,11 日㈷ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,29 ㈪

《本館の休館日》※月曜
1 ㈪ ,8 ㈪ ,15 ㈪ ,22 ㈪ ,29 ㈪

図書館の休館日
8月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日

2 ㈫ ,9 ㈫ ,11 日㈷ ,16 ㈫ ,23 ㈫ ,30 ㈫

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝6日、13日、20日、27
日いずれも土曜14時～　おは
なしコーナー
♥黒木分館＝6日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

8月のよみきかせ

8月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝7日㈰、20日㈯11時
～ 2階研修室
♥黒木分館＝27日㈯10時30
分～　おはなしコーナー

特
別
整
理
期
間
に
伴
う

休
館
の
お
し
ら
せ

平和図書展示
▽期間＝8月2日㈫～ 8月31日㈬
平和をテーマに関連の本を本館に
展示します。
読書感想画募集
▽募集期間＝7月21日㈭～9月6日㈫
▽対象＝市内の小学生
▽応募先＝各小学校
感動した本の場面を絵に描いてみま
しょう！小学校や図書館にはってある
ポスターを見て応募してください。

古
本
市
開
催
の
た
め
、
不
要
に

な
っ
た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。

◦
受
付
＝
八
女
市
立
図
書
館

本
館
カ
ウ
ン
タ
ー

◦
対
象
＝
単
行
本
、
文
庫
本
、

新
書
、児
童
書
、
絵
本
、雑
誌
、

コ
ミ
ッ
ク（
※
百
科
事
典
、全
集
、

傷
み
が
激
し
い
本
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
古
本
市
の
収
益
金
は
、

八
女
市
立
図
書
館
の
読
書
啓

発
事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
） 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
な
び
っ
と
八
媛
（
市
立
図
書

館
内
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

不
要
に
な
っ
た
本
を

集
め
て
い
ま
す

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します
「
映
画
を
体
感
。
映
画
村
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む  

熊
手 

正
さ
ん （
立
花
町
）

「とびかた映画村実行委員会」は、
地域のイベントに携わってきた「しら
き青空の会」のメンバーを中心に取
り組んでいます。12 月にも別の映画
を旧白木小体育館で上映予定です。
家族や友達と一緒に来場していただ
き、大きなスクリーンで一緒に映画
を見て、感じたことなどを語り合って
もらいたいですね。
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「
少
子
化
が
進
み
小
学
校
が
無
く
な

る
な
ど
、地
域
の
核
と
な
る
も
の
が
少
な

く
な
る
中
で
、子
ど
も
か
ら
大
人
、高
齢

者
ま
で
何
か
一つ
の
こ
と
を
一
緒
に
体
験

し
、楽
し
め
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
西
日
本
短
期
大
学

附
属
高
校
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た『
野
球
部

員
、演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
』（
竹
島
由

美
子
著
）を
原
作
と
し
た
映
画『
甲
子
園

ま
で
６
４
２
㌔（
仮
称
）
』の
製
作
実
行

委
員
会
が
発
足
し
、
撮
影
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ロ
ケ
地

と
し
て
白
木
小
学
校
跡
地
を
は
じ
め
八

女
市
全
域
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を

機
に『
映
画
』を
通
し
て
地
域
お
こ
し
に

取
り
組
も
う
と
『
と
び
か
た
映
画
村
実

行
委
員
会
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
8
月
12
日
㈮
に
旧
白
木
小

学
校
体
育
館
で
映
画『
さ
よ
な
ら
ク
ロ
』

を
上
映
し
ま
す
。当
日
は
、こ
の
作
品
の

プ
ロ
デ
ュ
―
サ
ー
で
あ
る
鈴
木
一
美
さ
ん

に
映
画
作
り
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。そ
の
後
作
品
を
見
て
、さ

ら
に
映
画
を
深
く
理
解
し
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

『
甲
子
園
ま
で
の
６
４
２
㌔
』の
撮
影
が

実
際
に
行
わ
れ
る
場
所
で
映
画
を
上
映
・

体
感
す
る
こ
と
で
、地
域
の
皆
さ
ん
の
作

品
へ
の
愛
着
心
を
育
み
、撮
影
時
の
エ
キ

ス
ト
ラ
出
演
や
炊
き
出
し
等
、
映
画
へ

の
参
加
・
協
力
を
促
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。八
女
の
自
然
豊
か
な
風
景
や
風
情
が

た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
映
画
を
、地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
、八
女
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。そ
し

て
、こ
の
地
域
を『
映
画
村
』と
し
て
盛
り

上
げ
、豊
か
な
自
然
や
文
化
を
持
つ
八
女

市
を
映
画
の
ロ
ケ
地
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　地域
を「映画」で　　　　

　盛り上げていきます

8
月
の
移
動
図
書
館

◦
黒
木
、
矢
部
地
区
の
移
動

図
書
館
は
、
学
校
の
巡
回
を

行
い
ま
せ
ん
。

一匹の黒い野良犬が、学校
に住み着き12 年間過ごした
物語。のべ 4800 人の生徒
や職員たちとの心の交流を
あたたかく描いた作品。
⃝開催日・場所＝８月12日
㈮　旧白木小体育館
⃝スケジュール＝▽開場 18
時～▽鈴木一美氏講演 18
時 30 分～▽映画上映 19 時
30 分～▽終了21時 30 分
◦入場料＝700 円
◦問い合わせ＝熊手さん

（☎35･0042白木郵便局）

夏休みスタンプラリー開催中♪
自由研究のヒントは図書館に！

「さよならクロ」上映会
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
私
た
ち
は
10
月
２
日
、
３
日
に
修
学

旅
行
で
長
崎
へ
行
き
ま
し
た
。
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
知
る
た

め
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
戦
争
の

被
害
に
あ
っ
た
人
の
話
を
聞
い
た
り
原

爆
落
下
中
心
地
に
行
っ
た
り
し
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
平
和
祈

念
像
の
姿
に
も
意
味
が
あ
り
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
平
和
の
象
徴
だ
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
館
に
原
爆
死
没
者
へ
の
祈
り

の
空
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
原
子

爆
弾
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

方
々
の
冥
福
と
、
永
遠
の
平
和
を
祈
る

た
め
に
作
ら
れ
た
施
設
で
、
建
物
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
水
が
あ
り
ま
し
た
。私
は
、

な
ん
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
水
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
水
は
原

爆
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
が
求
め
た
水

を
た
た
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
原
爆
で
焼

か
れ
、
熱
さ
の
あ
ま
り
水
を
求
め
た
の

だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
ど
れ
ほ
ど
苦
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
私
た
ち

の
想
像
を
超
え
た
様
子
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
夜
に
は
地
上
の
水
ば

ん
に
約
７
万
個
の
追
悼
の
灯
り
が
と
も

る
そ
う
で
す
。
こ
の
約
7
万
個
の
追
悼

は
１
９
４
５
年
末
ま
で
の
推
計
原
爆
死

没
者
数
だ
そ
う
で
す
。
私
は
そ
の
数
を

知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
人
々

が
亡
く
な
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
、
戦
争

と
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
私
た
ち
は
、
山
王
神
社
の
途

中
に
あ
る
鳥
居
を
見
ま
し
た
。
1
本
柱

鳥
居
は
爆
心
地
か
ら
約
８
０
０
メ
ー
ト

ル
の
場
所
に
あ
っ
た
け
ど
、
片
方
の
柱
と

神
社
境
内
の
ク
ス
の
木
が
残
っ
た
そ
う
で

す
。
片
方
だ
け
残
っ
た
鳥
居
の
表
面
を

触
っ
て
み
る
と
、
熱
線
を
受
け
た
方
は

ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
て
、
そ
の
反
対
側
は
つ

る
つ
る
で
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、
熱
線

を
受
け
た
方
は
鳥
居
が
熱
で
と
け
、
時

間
が
経
っ
て
こ
う
な
っ
た
と
、
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
所
に
行
き
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
私
は

被
害
が
あ
っ
た
場
所
に
行
っ
て
、
そ
の
当

時
の
戦
争
の
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
と

て
も
怖
く
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。今
私
た
ち
が
平
和
な
日
常
を
送
っ

て
い
る
の
は
、
先
の
戦
争
の
犠
牲
者
の
上

に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
平
和
な
世
の
中
で
生
活
を
し
て
い

る
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
時
間
が
経
と

う
と
も
、
戦
争
の
痛
み
を
語
り
つ
い
で
い

く
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
「
戦
争
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
周

り
の
人
や
、
自
分
の
子
や
孫
に
ま
で
伝

え
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

　
戦
争
は
人
と
人
と
の
大
き
な
け
ん
か

が
ふ
く
ら
ん
だ
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
こ
の
先
、
こ
の
よ
う
な
争
い
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
私
は
ま
ず
、
け
ん
か

を
無
く
し
、
友
達
や
周
り
の
人
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と

い
う
悲
惨
な
出
来
事
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
た
め
に
私
な
り
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市内小中学校では、８月の出校日にあわせ平和学習を行い、人権と平和
の尊さについて考える日としています。また昨年から始まった平和事業として、
今年も８月５日から６日にかけて、市内中学生が広島を訪ね式典に参加し
ます。今回は、昨年の「スマイルフェスタやめ２０１５」において発表した福岡
県立輝翔館中等教育学校（黒木町今）角田遥菜さんの人権作文を紹介
します（発表当時は上陽北汭学園６年生）。戦後７０年以上が経過しまし
たが、現地に学び、平和は自分の身近な問題として考え作り上げなければ
ならないことを、改めて考えさせられます。

（作文は紙面の都合で一部省略）

発表する角田遥菜さん

　被爆しても枯れなかった山王神社の大楠

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の
中
に

平和を願い千羽鶴を捧げる

平和は自分たちの手で

◆人権セミナーやめ2016
◦ ８月２日㈫ 19 時 30 分～
八女市社会福祉会館　「発達障がいの
人と共に生きる」
◦8 月３日㈬ 18 時～
八女市立花市民センター　「笑って元気
～身近な人権について考えてみよう～」
◦ ８月23日㈫ 19 時 30 分～
八女市上陽公民館　「笑って元気～身近
な人権について考えてみよう～」
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医
療
機
関
や
薬
局
で
は
、
領
収
書
と
は
別
に
受
け
た
診

療
の
内
容
が
分
か
る
「
診
療
明
細
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。「
診
療
明
細
書
」
に
は
、
初
・
再
診
、
入
院
料
、
検

査
、
投
薬
、
注
射
な
ど
が
、
項
目
ご
と
に
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
治
療
が
行
わ
れ
た
か
、
ま
た
、
ど
ん

な
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
診
療
内
容
に
疑
問
や
不
安
が
あ
る
と
き

は
、
明
細
書
に
基
づ
い
て
医
師
や
薬
剤
師
に
具
体
的
に
質
問

し
た
り
、
自
分
で
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
明
細
書
を
保
管
し
て
お
け
ば
、
初
め
て
か
か
る
医

療
機
関
な
ど
で
、
以
前
に
受
け
た
診
療
の
内
容
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
細
書
の
内
容
は
、
専
門
的
で
分

か
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、
ご
自
身
が
受
け
た
診
療
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
資
料
で
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
診
療
明
細
書
」
は
原
則
無

料
で
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
請
求
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い
一
部
の
医
療
機
関
で
は
有
料
で

あ
っ
た
り
、
も
し
く
は
交
付
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

八
女
市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
や
地
域
再
生
・

活
性
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
企

画
提
案
を
地
域
団
体
か
ら
募
集
し

て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
寄
与

す
る
と
判
断
さ
れ
た
提
案
に
は「
地

域
づ
く
り
提
案
事
業
助
成
金
」
を

交
付
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

⃝

対
象
団
体
＝
校
区
（
地
区
）
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
お
よ
び
そ
の
下

部
組
織
な
ど

⃝

対
象
と
な
る
活
動
（
事
業
）

①
地
域
振
興
計
画
の
策
定

②
共
同
生
活
の
維
持
お
よ
び
住
環

境
の
整
備
、
景
観
等
の
保
全

③
地
域
振
興
活
動
、
地
域
活
性
化

活
動

④
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
活
動

⑤
人
材
育
成
事
業

※
②
～
⑤
の
活
動
で
応
募
す
る
場

合
は
、
地
域
振
興
計
画
を
策
定
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

⃝

助
成
金
の
額
＝
対
象
と
な
る
活

動
①
は
最
高
30
万
円
、
②
③
の

ハ
ー
ド
事
業
は
最
高
１
０
０
万
円
、

②
～
⑤
の
ソ
フ
ト
事
業
は
最
高
50

万
円
。
た
だ
し
、
備
品
を
購
入
す

る
場
合
や
、
看
板
作
成
な
ど
事

業
の
一
部
を
外
注
す
る
場
合
に
は
、

助
成
限
度
額
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
採
択

と
な
り
ま
す
。

⃝

募
集
期
間
＝
９
月
１
日
㈭
～
30

日
㈮

⃝

応
募
方
法
＝
地
域
づ
く
り
企
画

提
案
書
を
作
成
し
左
記
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
案
書
の
様
式

や
募
集
要
項
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
本
庁
・
各
支
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

⃝

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
地

域
振
興
課
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
１
）
▽
立
花
支
所
総
務
課

（
☎
２
３
・
５
１
４
３
） 

▽
上
陽
支

所
総
務
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
１
）

▽
矢
部
支
所
総
務
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

八女市地域づくり提案事業を募集（第 2次募集）

地
域
づ
く
り

活
動
を
支
援

平成28年度

診療明細書は、あなたが
受けた診療内容を知ること
ができる大切な資料です。

診療明細書をご確認ください

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
人

は
、
交
通
事
故
な
ど
の
第
三

者
行
為
に
よ
っ
て
状
態
が
悪
化
し
た

場
合
で
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か

か
っ
た
費
用
は
加
害
者
が
負
担
す
る

の
が
原
則
で
す
の
で
、
市
が
一
時
的

に
立
て
替
え
た
あ
と
で
加
害
者
へ
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
支
払
っ
た
介
護
給
付
が
第
三

者
行
為
に
よ
る
も
の
か
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
、
介
護
保
険
の
第
１
号
被

保
険
者
の
人
が
、
交
通
事
故
等
の
第

三
者
行
為
を
起
因
と
し
て
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
は
、
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
等
に
よ
り
要
介
護
等

状
態
に
な
っ
た
場
合
や
、
状
態
が
悪

化
し
た
場
合
は
、
介
護
長
寿
課
の
窓

口
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
☎
２
３
・
２
５
４
５
）

第
三
者
行
為
（
交
通
事

故
等
）
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
時
は
市
へ

届
出
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

上陽ひまわりプロジェクト

日向神ダム湖畔に秋の装いを
作ろう



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
星
野
村
の
長
尾
地
区
で
７
月
11
日
㈪
、
三
坂
・

室
山
地
区
で
同
15
日
㈮
、
祇
園
ま
つ
り
「
こ
っ
ぱ

げ
面
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
農
産

物
の
病
害
虫
災
害
、
水
害
の
消
滅
、
無
病
息
災

を
願
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

鬼
の

面
を
つ
け
た
地
元
の
若
者
が
村
中
を
暴
れ
回
り
、

青
竹
で
た
た
か
れ
る
と
「
１
年
間
病
気
し
な
い
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
15
日
㈮
の
朝
、
三
坂
・
室

山
地
区
の
こ
っ
ぱ
げ
面
が
、星
野
小
学
校
に
乱
入
。

教
室
や
校
庭
で
逃
げ
惑
う
子
ど
も
た
ち
は
、
大

声
を
出
し
な
が
ら
追
い
か
け
て
く
る
鬼
か
ら
青
竹

で
叩
か
れ
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　上陽祇園祭が７月15 日㈮に北川
内地区でありました。午前 10 時に
須賀神社で祈願祭があり、お参りし
た子どもたちにちびっこ花火が配ら
れました。午後からは上陽支所前の
通りを幼稚園児・小学生・中学生・
商工会青年部・留学生の 10 基の神
輿が練り歩きました。梅雨前線で雨
が続いていましたが、当日は晴天に
恵まれ、沿道では見物客が気負い
水をかけて応援しました。夕方から
保健センター前広場で熊本地震災
害復興支援チャリティイベントが開
かれ、約千発の花火が夏の夜空を
彩りました。

こ
っ
ぱ
げ
面
が
子
ど
も
た
ち

の
無
病
息
災
を
願
う

上陽祇園祭で神輿練り
歩く

　6 月議会で補正予算として議決され
た義援金 1千万円を７月７日㈭、日本
赤十字社福岡県支部を通じて被災地へ
お届けしました。また、7 月11日㈪市民、
企業、各団体の皆さまからお寄せいた
だいた約 460 万円の義援金を熊本県、

熊本市、益城町の３つの自治体を訪問
し、お届けしました。三田村市長はそれ
ぞれの訪問先で、被災地の現状と課題
について懇談し、「今後も微力ながらも
できる限りの被災地支援を行っていき
たい」と語りました。

熊本地震の義援金をお届けしました一日も早い
復興をお祈
りします

元気いっぱいに神輿をかつぐ子どもたち

こっぱげ面が学校で大暴れ？

西
村
博
則
益
城
町
長
へ

小
野
泰
輔
熊
本
副
知
事
へ

大
西
一
史
熊
本
市
長
へ
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6
月
10
日
㈮
に
指
宿
市
で
行
わ

れ
た
「
第
13
回
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
競
技
会
」
の
6
歳
～

14
歳
ソ
ロ
部
門
で
優
勝
し
た
川
崎

小
学
校
6
年
の
江
崎
日
菜
さ
ん
が
、

７
月
１
日
㈮
市
役
所
を
訪
れ
、
三

田
村
市
長
に
受
賞
報
告
し
ま
し
た
。 

江
崎
さ
ん
は
、
八
女
市
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
「
オ
リ
オ
リ
フ
ラ
オ
ハ

ナ
（
姫
野
さ
ゆ
り
代
表
）」
で
５
歳

か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
、
市
内
外

の
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演
し

活
躍
し
て
い
ま
す
。「
全
国
的
に
も

有
名
な
チ
ー
ム
の
選
手
が
出
場
す

る
中
で
優
勝
で
き
た
の
は
と
て
も
う

れ
し
い
。
将
来
の
夢
は
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

に
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
良
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
目
標
を
語
り

ま
し
た
。

川
崎
小 

江
㟢
さ
ん

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
優
勝 

　
今
年
で
36
回
目
を
迎
え
る
「
矢

部
地
区
青
少
年
の
主
張
大
会
」
が

6
月
18
日
㈯
に
矢
部
公
民
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
6
人

が
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。
今

年
は
熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
地
震・災
害
の
体
験
や
“
命
”

を
テ
ー
マ
と
し
た
発
表
が
多
く
、
子

ど
も
た
ち
の
真
剣
な
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
容
は
も

ち
ろ
ん
、
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に

来
場
者
は
感
心
し
惜
し
み
な
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
競
技
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
八
女
市

出
身
の
児
童
・
学
生
6
人
が
7
月
7
日
㈭
、
三

田
村
市
長
を
訪
ね
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
第

51
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
に
、
劒
志
館
所

属
の
馬
場
壮
大
さ
ん
（
上
妻
小
６
年
）、
赤
司
瑞

京
さ
ん
、大
塚
明
寛
さ
ん
（
と
も
に
岡
山
小
６
年
）

の
3
人
。
第
59
回
小
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
小
学
3
年
生
男
子
組
手
の
部
に
中
村
介

温
さ
ん
（
立
花
小
3
年
）。
第
40
回
全
日
本
高
校

ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
男
子
個
人
戦
に
、
樋

口
幹
人
さ
ん
（
祐
誠
高
2
年
）。
第
51
回
全
日
本

大
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
永
江

倖
大
さ
ん
（
九
州
共
立
大
）
が
出
場
し
ま
す
。

自
分
の
意
見
を
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た

　
各
種
競
技
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
八
女
市
出
身
の
児

童
や
生
徒
ら
13
人
が
、
7
月
19
日
㈫
、
三
田
村
市
長
を
訪

ね
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
２
０
１
６
に
山
口
実
夢
さ
ん
、
柴
田
知
歩
さ
ん
（
と

も
に
星
野
小
6
年
）、
高
木
七
海
さ
ん
、
山
﨑
い
ぶ
き
さ
ん

（
と
も
に
星
野
小
5
年
）、梅
野
愛
深
さ
ん
（
黒
木
小
6
年
）

の
5
人
（
ス
タ
ー
ズ
星
野
、
黒
木
オ
リ
オ
ン
ズ
所
属
）。
日

清
食
品
カ
ッ
プ
第
32
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
会

の
走
幅
跳
に
江
渕
真
拓
さ
ん
（
岡
山
小
6
年
、
八
女
Ｊ
Ａ

Ｃ
所
属
）。
第
1
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会
に

持
丸
菜
未
さ
ん
、
池
田
茉
衣
さ
ん
（
と
も
に
南
中
3
年
）、

吉
田
百
花
さ
ん
（
福
島
中
3
年
）、
酒
井
美
玖
さ
ん
（
福

島
中
2
年
）。
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競

技
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル・ペ
ア
に
佐
々
木
修
斗
さ
ん（
三

潴
高
2
年
）。
第
27
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
大
会

に
伊
藤
宏
次
朗
さ
ん（
福
島
中
3
年
）、橋
山
翔
輝
さ
ん（
南

中
2
年
）
が
出
場
し
ま
す
。

全国大会に出場する皆さんの報告を受けて三田村市長は、「皆さんの今日までの努力が全国大
会出場につながったと思う。大会ではベストを尽くして欲しい」と激励しました。

八女市の選手
たちが、夏の
全国大会に出
場します

7/7
来庁

7/19
来庁
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第６回八女市長旗争奪
少年野球大会 結果

　６月５日㈰から７月３日㈰に
かけて 18 チームが熱戦を繰り
広げました。

【優勝】荒木イーグルス（久留
米市）【準優勝】光友ヴィクト
リー（八女市）【３位】下広川
スターボーイズ（広川町）、二
川ベアーズ（筑後市）

レ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
夏
！
が
６
月
30
日
㈭
、
八
女
文
化

会
館
で
あ
り
、
１
５
０
人
の
参
加
者
は
、
心
地
よ
く
体
を
動
か

し
た
り
歌
っ
た
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が
ら
心
と
身

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
Ｙ
Ｋ
Ｂ
（
八

女
の
か
わ
い
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
の
皆
さ

ん
も
登
壇
。
参
加
者
全
員
で
歌
に
合

せ
て
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。
途
中
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
お
茶
と
お
菓
子

で
一
息
。「
歌
っ
た
り
笑
顔
で
体
を
動
か

し
た
り
す
る
こ
と
は
健
康
に
良
く
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
」
と
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
７
月
15
日
㈮
、
市
内
の
小
中
学
校
４
校
へ
給

茶
機
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
お
披
露
目
式
が
上
陽

北
汭
学
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
が
緑
茶
を
飲
む
機
会
を
増
や
し
、
お
茶

に
親
し
み
、
そ
の
美
味
し
さ
を
認
識
す
る
こ
と

で
、地
元
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
、ま
た
、

緑
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
等
の
成
分
が
健
康

増
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
で
す
。
昨
年
モ
デ
ル
的
に
２
校

に
設
置
し
ま
し
た
が
、今
年
度
新
た
に
４
校（
黒

木
中
、
上
陽
北
汭
学
園
、
矢
部
小
、
星
野
小
）

に
設
置
し
ま
し
た
。
給
茶
機
は
、
１
回
ず
つ
茶

こ
し
で
淹
れ
る
方
式
で
リ
ー
フ
の
温
・
冷
茶
、

冷
水
な
ど
が
選
択
で
き
ま
す
。
使
用
す
る
茶
葉

は
、
設
置
校
区
の
Ｊ
Ａ
茶
業
部
会
各
支
部
よ

り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
お

茶
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と
で
家
庭
で

の
お
茶
の
普
及
や
将
来
の
消
費
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
校
で
美
味
し
い
八
女
茶
を

ど
う
ぞ

「お茶おいしいね！」上陽北汭学園で

◦一
般
の
部

【
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
混
合
）】
優
勝
＝
西
塔

竜
也
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）・
高
山
干
唯
徒
（
八

女
農
業
高
）【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
優
勝
＝

白
山
裕
貴
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）【
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
】
優
勝
＝
山
崎
成
美
（
八
女
農
業
高
）

◦
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

【
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
混
合
）】
優
勝
＝
大
隈

利
幸
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）・
松
尾
妙
子
（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
）【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
50
歳

代
】優
勝
＝
松
尾
博
文（
筑
後
ク
ラ
ブ
）【
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
・
60
歳
代
】
優
勝
＝
牧
口

健
次
郎
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）【
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
・
70
歳
代
】
優
勝
＝
川
島
忠
孝
（
川

瀬
卓
愛
）【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
50
歳
代
】

優
勝
＝
山
下
芳
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）【
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
・
60
歳
代
】
優
勝
＝
穴
見

栄
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）【
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
・
70
歳
代
】
優
勝
＝
松
尾
妙
子
（
黒
木

ピ
ン
ポ
ン
）

第
７
回
八
女
市
夏
季
卓
球
大
会

期
日
＝
７
月
３
日
㈰

場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

幸
せ
の
国
ブ
ー
タ
ン

か
ら
水
車
を
見
学

　
ブ
ー
タ
ン
王
立
大
学
の
ニ
ド
ゥ
ッ
プ
・
ド
ル
ジ
副
学
長
と
同

工
業
専
門
学
校
の
ア
ン
ド
ゥ
・
ド
ゥ
ク
パ
校
長
が
７
月
５
日
㈫

上
陽
町
の
馬
場
水
車
場
（
馬
場
猛
さ
ん
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

二
人
は
ブ
ー
タ
ン
王
立
大
学
と
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
関

西
大
学
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
来
日
し
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
産
業
を
視
察
。
九
州
を
巡
る
際
に
元
関
西
大
学
機
械

学
科
フ
ェ
ロ
ー
の
緒
方
正
則
さ
ん
、
日
本
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会

の
白
井
一
さ
ん
、
水
車
大
工
の
能
瀬
秀
拓
さ
ん
ら
と
と
も
に
馬

場
水
車
を
訪
れ
た
の
で
す
。
線
香
の
原
料
や
水
車
の
動
力
で

粉
を
作
る
行
程
に
つ
い
て
馬
場
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
二
人

は
、「
ブ
ー
タ
ン
は
仏
教
国
で
線
香
も
製
造
し
て
い
る
の
で
興

味
深
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
日
本
と
ブ
ー

タ
ン
が
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
30
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

す
。「
幸
せ
の
国
と
言
わ
れ
る
ブ
ー
タ
ン
と
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

の
良
い
所
を
学
び
な
が
ら
、

友
好
関
係
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
関
係
者
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

左から、能瀬さん、馬場さん、ドルジ副学長、ドゥクパ校長
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⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会 

今
里
さ
ん
（
☎
２

２
・
５
５
７
８
）

　
多
世
代
交
流
事
業
。
毎
年
大
好

評
！
そ
う
め
ん
の
他
に
も
う
れ
し

い
も
の
が
流
れ
て
く
る
楽
し
い
そ
う

め
ん
流
し
で
す
。
先
着
20
人
に
は
、

竹
の
香
り
も
楽
し
め
る
器
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
大
人
も
、
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
日
時
＝
８
月
20
日
㈯
11
時
～
12

時
※
小
雨
決
行

⃝
参
加
費
＝
１
０
０
円
※
要
申
込
、

定
員
１
０
０
人

⃝
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で

販
売
し
ま
す
。
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

⃝
日
時
＝
８
月
14
日
㈰
９
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
、
み
ん
な

で
踊
る
盆
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選

会
等
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
期
日
＝
８
月
16
日
㈫
17
時
～
20

時
30
分

⃝
場
所
＝
八
女
公
園
（
雨
天
時
は

八
女
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　
参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は
保

険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

⃝
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
７
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合

⃝
コ
ー
ス
＝
辺
春
川
道
の
駅
方
面

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス
や
和

太
鼓
演
奏
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
抽

選
会
な
ど
で
商
店
街
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
屋
台
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
７
日
㈰
16
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
清
水
町
商
店
街
駐
車
場

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
金

太
郎
（
☎
２
４
・
９
６
５
７
）

　
映
画
を
体
感
。
映
画
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
学
校
に
住
み
着
き
12
年
を

過
ご
し
た
１
匹
の
野
良
犬
と
、
生

徒
や
職
員
た
ち
と
の
心
の
交
流
を

描
い
た
作
品
で
す
。
上
映
に
先
立

ち
、
同
作
品
お
よ
び
八
女
市
後
援

の
映
画「
甲
子
園
ま
で
６
４
２
キ
ロ
」

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
鈴
木
一

美
さ
ん
が
「
映
画
作
り
と
地
域
の

活
性
化
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
12
日
㈮
講
演
18
時

30
分
～
、
上
映
19
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
旧
白
木
小
学
校
体
育
館

⃝
入
場
料
＝
７
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
と
び
か
た
映
画
村

実
行
委
員
会
・
熊
手
さ
ん

（
☎
０
８
０・１
７
３
４・３
９
３
１
）

　
和
紙
で
作
っ
た
燈
篭
（
天
灯
）

を
空
高
く
浮
か
べ
精
霊
を
お
送
り

す
る
お
盆
行
事
で
、
今
年
で
第
３

回
目
を
迎
え
ま
す
。
山
あ
い
の
集

落
に
浮
か
ぶ
い
く
つ
も
の
天
灯
が
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
14
日
㈰
18
時
～
21

時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
15
日
㈪
）

※
16
時
か
ら
ミ
ニ
燈
篭
の
打
ち
上

げ
を
行
い
ま
す
（
先
着
70
人
）。

⃝
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会
・

谷
口
さ
ん
（
☎
０
９
０・１
５
１
４・

４
０
１
８
）

八
女
軽
ト
ラ
市

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

筑後地区親子スポーツ
鬼ごっこ大会 in やめ

福
島
校
区
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

夕
焼
け
日
曜
市

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

「
さ
よ
な
ら
ク
ロ
」
上
映
会

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

第
３
回
大
淵
献
燈
祭

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

　「相続したけれどどうしたらいいの？」「仏壇が
残っているけど…」など、空き家についてお悩み
はありませんか？福岡県では空き家活用を検討す
る第一歩として、空き家活用セミナーを開催します。
今回のセミナーでは、暮らし方や片付けを通じて
空き家の活用方法や、すでに活用されている空き
家の実例などを紹介します。セミナー終了後には、
専門家による無料の相談会も同時開催します。
◦日時＝ 8 月12 日㈮

（受付13時～、講演13時30分～14時30分、事例
紹介14時30分～15時、個別相談会15時～16時）
◦場所＝八女伝統工芸館
◦セミナー内容
　「ライフスタイルから考えるおうちの活用」
　　講師：イエノコト㈱  淀川 洋子さん
　〇 空き家活用の実例紹介
　〇 空き家に関する困りごと相談会
◦申込・問い合せ＝福岡県住宅計画課
　　（☎ 092・643・3732）

◦日時＝９月 22 日㈷、受付９時 30
分～、競技 10 時～ 12 時 30 分
◦会場＝グリーンフィールド八女（八
女東部スポーツ公園）
◦参加対象・定員＝小学生 200 人以
内、大人（18 歳以上）120 人以内
◦チーム編成＝１チーム 10 人※子ど
も６人以上、大人１人以上
◦参加費＝無料
◦申込方法＝申込書を八女市総合体
育館まで提出ください。（メール・ファ
クス提出可）※個人での申し込みも
可能です。その場合は事務局でチー
ム編成します。申込書は八女市各体
育施設および八女市ホームページか
らダウンロードできます。
◦申込期間＝8 月２日㈫～８月31日㈬
◦問合せ先＝八女市総合体育館

（☎ 24・1230）

空き家を考える第一歩
今×未来の空き家について
考えるお片付けセミナー

空
き
家

活
用
セ
ミ 

ナ
ー

参
加
費

無
料

〈講師〉淀川 洋子さん
イエノコト株式会社取締役社長
宅地建物取引士で一級家事セラピス
ト。毎週「イエ」の「コト」にまつわ
る様々な講座や相談会を開催し、空
き家調査から片づけやリフォームの
提案まで総合的なアドバイスを行っ
ている。毎日の暮らしを楽に、楽しく
するスペシャリスト。

な
が
～
い 

そ
う
め
ん
流
し
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地
域
の
皆
さ
ん
に
有
明
高
専
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
用
意
し
て
い
ま

す
。
特
に
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

本
年
度
よ
り
新
し
く
な
っ
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
紹
介
す
る

「
進
路
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
各
コ
ー
ス
の
授
業
、
実

験
、
製
作
教
室
等
を
体
験
で
き
る

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」
も
開

講
。
同
時
に
小
・
中
学
生
の
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
ロ
ボ
コ
ン
Jr
リ
ー

グ
」
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
家
族

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

９
時
～
16
時

⃝
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
有
明
工
業

高
等
専
門
学
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
３
・
８
６
２
７
）

◦
日
時
＝
８
月
28
日
㈰
６
時
～

◦
内
容
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
集
合
、

車
乗
り
あ
わ
せ
で
久
留
米
へ
。
九

州
オ
ル
レ
久
留
米
コ
ー
ス
（
８
・
６

⃝
課
題
＝
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
等
の
違
法
な
薬
物
を
対

象
と
し
て
い
る
も
の
で
、
▽
薬
物
の

危
険
性
や
弊
害
を
訴
え
る
も
の
▽

薬
物
乱
用
の
撲
滅
を
訴
え
る
も
の

⃝
応
募
方
法
＝
ア
応
募
点
数
は
１

人
１
点
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

イ
用
紙
の
規
格
は
四
つ
切
ま
た
は

Ｂ
３
判
（
38
㌢
×
54
㌢
）。
紙
質

は
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
と
し
、

色
彩
は
自
由
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
し

た
作
品
を
含
む
）。

ウ
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、学
生
は
学
校
名
、

学
年
、
組
も
併
せ
て
明
記
。

⃝
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈪
～
９

月
12
日
㈪ 

※
当
日
消
印
有
効
、
応

募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

⃝
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

を
有
す
る
人

◦
募
集
人
員
＝
各
１
人

◦
任
用
期
間
＝
８
月
25
日
～
平
成

29
年
７
月
20
日
（
予
定
）

◦
賃
金
・
勤
務
条
件
等
＝
八
女
市

の
規
定
に
よ
る

◦
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈪
～
８

月
12
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
８
月
12
日
㈮
必
着

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査

◦
提
出
書
類
＝
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
資
格
証
明
書

の
写
し

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教

育
課
総
務
係
（
☎
２
３・１
９
５
４
）

⃝
応
募
資
格
＝
県
内
居
住
者
、
県

内
の
学
校
・
企
業
等
に
通
学
・
通

勤
し
て
い
る
人

有
明
高
専
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

空き家を売りたい・貸し
たい人は、下記までお問
い合わせください。
⃝募集対象エリア＝八女
市全域⃝問い合わせ＝地
域振興課定住対策係（☎
24・8013）★受付時間＝
平日9時～16時 30分※
お越しの際は必ず事前に
お電話ください。

空き家情報を募集しています♪

㌔
）
近
場
コ
ー
ス
（
４
～
５
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
０

０
円
（
保
険
料
）
※
雨
具
・
水
筒
、

タ
オ
ル
等
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

　
Ｂ
型
肝
炎・Ｃ
型
肝
炎・脂
肪
肝
、

肝
が
ん
の
治
療
に
関
す
る
講
座
や

肝
臓
病
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈯
14
時
～
16

時
30
分
（
13
時
30
分
開
場
）

◦
講
演
＝
久
留
米
大
学
医
学
部
内

科
学
講
座
消
化
器
内
科
部
門 

鳥
村

拓
司
教
授
ほ
か

◦
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
視
聴

覚
ホ
ー
ル
（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

◦
申
込
締
切
＝
９
月
９
日
㈮
※
定

員
２
５
０
人
に
な
り
し
だ
い
締
切

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米

大
学
病
院
県
肝
疾
患
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
３
１
・
７

９
６
８
）

　
商
品
開
発
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
販
路
開
拓
等
の
実
現
可
能
な

新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
、
経

営
革
新
テ
ー
マ
の
見
つ
け
方
や
経

営
革
新
計
画
の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

を
指
導
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階

研
修
室

⃝
対
象
者
＝
企
業
の
経
営
者
、
後

継
者
、
経
営
幹
部
等

⃝
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

⃝
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
商

工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

▽
八
女
市
商
工
会
（
☎
４
２
・
０

１
５
３
）

◦
募
集
職
種
＝
①
学
校
給
食
調
理

員 

②
矢
部
小
中
学
校
司
書

◦
資
格
＝
①
調
理
師
ま
た
は
栄
養

士
資
格
を
有
す
る
人 

②
司
書
資
格

八
女
あ
る
こ
う
会
健
康
ウ
オ
ー
ク

経
営
革
新
塾

治
そ
う
肝
炎
・
防
ご
う
脂
肪
肝
・

た
た
け
肝
が
ん

臨
時
職
員（
学
校
給
食
調
理
員
）

福
岡
県
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

ポ
ス
タ
ー

７月1日から
無料法律相談を開始

日本司法支援センター 法テラス
熊本地震
で被災さ
れた方々

　法テラスでは、熊本地震に遭われ
た人を対象に無料律相談サービスを実
施しています。
◦実施期間＝ 7 月1日㈮～平成 29 年
4 月13日㈭
◦内容＝弁護士・司法書士による無料
法律相談
◦対象者＝平成 28 年 4 月14 日に熊
本県内に自宅や営業所等があった人
※法人は対象外
◦相談場所＝法テラス熊本を含む全国
の法テラス地方事務所、法テラスと契
約した弁護士・司法書士の事務所、法
テラスが指定する避難所等（移動相
談車両も使います）
◦問い合わせ＝震災法テラスダイヤ
ル 0120・078309（平日9 時～ 21時、
土曜 9 時～ 17 時）

八女市献血推進協議会（☎23・5816）

日にち 時　間 場 所
8/24

㈬
10:00 ～ 12:00 
13:00 ～ 15:30

立花市民
センター

献血にご協力ください

教
室
・
講
座
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キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

①
日
商
簿
記
３
級

⃝
期
間
＝
９
月
15
日
㈭
～
11
月
10

日
㈭
18
時
30
分
～
21
時
※
平
日
夜

間
24
日
間
（
60
時
間
）

⃝
検
定
料
と
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
＝

２
０
０
０
円

②
歯
科
助
手

⃝
期
間
＝
９
月
24
日
㈯
～
11
月
19

日
㈯
９
時
30
分
～
15
時
30
分
※
土

曜
昼
９
日
間
（
45
時
間
）

⃝
認
定
試
験
料
・
テ
キ
ス
ト
代
の
一

部
＝
５
０
０
０
円

①
②
共
通

⃝
定
員
＝
20
人

⃝
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

⃝
託
児
＝
事
前
予
約
制
（
１
歳
～

６
歳
）
無
料

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り

親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

岡
市
東
区
和
白
東
３
ー
30
ー
１
）

◦
願
書
受
付
＝
８
月
１
日
㈪
～
９

月
２
日
㈮
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
込
締
切
は
８
月
30
日
㈫
17
時
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
財
）
行
政
書

士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
・
３
２
６
３
・
７
７
０
０
）

⃝
開
催
日
程
＝
①
８
月
10
日
㈬
18

時
30
分
～
20
時
30
分 

②
８
月
24
日

㈬
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

③
９

月
７
日
㈬
13
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

※
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
　
※
平
日
９
時
～
17
時

　
平
成
28
年
度
第
２
回
採
用
試
験

で
警
察
官
１
６
５
人
を
募
集
し
ま

す
。

⃝
採
用
予
定
数
＝

【
警
察
官
Ａ
】（
大
卒
業
程
度
）
男

性
50
人
、
女
性
11
人
、
武
道
指
導

２
人

【
警
察
官
Ｂ
】（
高
卒
程
度
）
男
性

78
人
、
女
性
24
人

⃝
受
付
期
間
＝
８
月
10
日
㈬
～
８

月
31
日
㈬

⃝
１
次
試
験
＝
９
月
18
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
本
部
警
務

課
採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６

２
２
・
０
７
０
０
）

⃝
試
験
日
＝
11
月
13
日
㈰

⃝
願
書
配
布
期
間
＝
▽
郵
送
配
布

８
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮
▽
窓
口
配

布
８
月
１
日
㈪
～
９
月
２
日
㈮

⃝
窓
口
配
布
＝
福
岡
県
庁
（
県
民

情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
支
援
課
）、

地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
北
九

州
、
筑
豊
、
筑
後
、
京
築
）、
福
岡

県
行
政
書
士
会

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申

込
＝
（
一
財
）
行
政
書
士
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

gyosei-shiken.or.jp

）
か
ら
行
う
。

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
工
業
大
学（
福

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
寡
婦
を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま

す
。
受
講
料
無
料
、
検
定
料
・
テ

キ
ス
ト
代
自
己
負
担

①
介
護
事
務
講
座
（
筑
後
市
）

⃝
期
間
＝
９
月
２
日
㈮
～
10
月
13

日
㈭
19
時
～
21
時
※
平
日
夜
間
10

日
間

⃝
定
員
＝
10
人

⃝
検
定
料
＝
６
４
８
０
円

⃝
開
催
場
所
＝
サ
ン
コ
ア

②
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座（
筑
後
市
）

⃝
期
間
＝
９
月
21
日
㈬
～
10
月
３

日
㈪
13
時
30
分
～
16
時
30
分
※
平

日
昼
間
５
日
間

⃝
定
員
＝
15
人

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

就
業
支
援

試
　
験

空き家情報を募集しています♪

⃝
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
２
９
６
円

⃝
開
催
場
所
＝
サ
ン
コ
ア

③
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

▽
食
育
セ
ミ
ナ
ー
＝
８
月
７
日
㈰

11
時
～
14
時

▽
わ
た
Ｃ
Ｍ
大
作
戦
＝
９
月
５
日

㈪
13
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

①
②
③
共
通

⃝
託
児
＝
事
前
予
約
制
（
１
歳
～

６
歳
）
無
料

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ

と
り
親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
＆
O
０
９
４
２
・
３

２
・
１
１
４
０
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
寡
婦
を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま

す
。
受
講
料
無
料
、
検
定
料
・
テ

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」体験事業

　古墳見学や土器の接合・拓本づくりに
挑戦してみませんか。
◦期日＝ 8 月11日㈷ 10 時～ 15 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生４年生～６年生 20 人
◦参加費＝無料（昼食持参）
◦申込＝電話またはファクスにて
◦募集期間＝８月10 日㈬まで

電話またはファクスにて申し込みくだ
さい。各体験・講座とも先着順となり
ます。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文
化交流館 ( いわいの郷 )
　〒 834-0006 八女市吉田1562-１
☎ 24・3200 ／N24・3210

【ちびっこ考古学】
土器の復元や古代体験をしてみよう

【講座】
埴輪をつくろう ８２０ハニワの日
　8 月 20 日のはにわの日に埴輪づくりに
挑戦しませんか。
◦期日＝８月 20 日㈯９時 30 分～ 12 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上 20 人
◦参加費＝ 300 円
◦申込＝電話またはファクスにて
◦募集期間＝ 8 月19 日㈮まで

行
政
書
士
試
験

久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　７月11日に各被保険者の方々に平成 28 年
度介護保険料納入通知書を送付しましたが、
その中で福岡県介護保険審査会の電話番号が
誤っていましたので、お詫びして訂正します。
　（誤）（０９２）６４２・１５０３　　
　→（正）（０９２）６４３・３３２１
⃝問い合わせ＝介護長寿課 介護認定係
　（☎２３・１３５３）

介護保険料納入通知書の
訂正について（お詫び）
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（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
８
）

　
８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

（
経
済
産
業
省
主
唱
）
で
す
。
感
電

事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で

魚
釣
り
や
セ
ミ
と
り
は
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
災
害

な
ど
で
切
れ
た
電
線
を
み
つ
け
た

場
合
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
釣
り
糸
な
ど
が
電
線
に
引
っ

か
か
っ
た
場
合
や
、
切
れ
て
垂
れ
下

が
っ
た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

絶
対
近
づ
か
ず
、
九
州
電
力
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

⃝
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
０
１
２

０・９
８
６・２
１
０（
通
話
料
無
料
）

後
市
サ
ン
コ
ア

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　
次
の
と
お
り
利
用
者
の
会
（
事

前
登
録
必
要
）
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
９
月
利
用
者
の
会
＝
８
月
20
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
、
平

成
28
年
7
月
か
ら
、
外
来
午
後
診

療
を
開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
な
診

療
体
制
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
平
日
の
受
付
時

間
は
、
8
時
～
16
時
（
新
患
8
時

30
分
～
）
と
な
り
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院
診
療
支
援
課
（
総
合
受
付
）

☎
２
３
・
４
１
３
１

　
総
務
省
統
計
局
・
福
岡
県
が
10

月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

国
民
の
生
活
時
間
の
配
分
や
自
由

時
間
に
お
け
る
主
な
活
動
に
つ
い

て
調
査
し
、
各
種
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
も
の
で
す
。

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
地

域
の
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

　
新
た
な
作
物
を
栽
培
し
た
い
人

や
複
合
経
営
を
目
指
し
て
い
る
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

⃝
期
日
／
会
場
＝
８
月
20
日
㈯

①
10
時
～
12
時
／
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
本
店 

別
館
　

②
14
時
～
16
時
／
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
黒
木
地
区
セ
ン
タ
ー

⃝
主
な
作
物
＝
【
施
設 

野
菜
】
冬

春
イ
チ
ゴ
、
冬
春
・
夏
秋
ナ
ス
、

冬
春
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

【
施
設 

花
き
】
ガ
ー
ベ
ラ
（
平
坦
）、

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
（
平
坦
）

【
露
地 

野
菜
】
オ
ク
ラ
、
リ
ー
フ
レ

タ
ス（
平
坦
）、夏
秋
ナ
ス（
中
山
間
）、

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
（
中
山
間
）

【
露
地 

果
樹
】
い
ち
じ
く
、
ピ
オ
ー

ネ
、
か
ん
き
つ
（
中
山
間
）、
ス
モ

モ
（
中
山
間
）

【
露
地 

花
き
】
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、

リ
ン
ド
ウ
（
中
山
間
）

⃝
相
談
内
容
＝
説
明
会
と
個
別
相

談
会

⃝
申
込
期
限
＝
８
月
10
日
㈬
ま
で

⃝
申
込
方
法
＝
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・

各
支
店
に
申
込
書
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
希
望
品
目
を
記
入
の
上
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
グ

ル
ー
プ
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
農
業
振
興
課
（
☎
２
３
・
１
３

７
８
）
各
地
区
セ
ン
タ
ー
営
農
販

売
グ
ル
ー
プ

　
遺
産
相
続
、
金
銭
問
題
等
に
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
不
要
。

⃝
期
日
／
会
場
＝
①
９
月
11
日
㈰

10
時
～
15
時
／
八
女
文
化
会
館

②
９
月
14
日
㈬
10
時
～
15
時
／
筑

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

公
立
八
女
総
合
病
院
外
来
の

午
後
診
療
開
始
に
つ
い
て

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

８
月
と
２
月
は「
北
方
領
土

返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」

内
閣
府
北
方
対
策
本
部

平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査

【久富観音堂盆綱曳き】◦日時＝ 8/14
㈰ 10:00 ～ 11:00 ◦場所＝久富観音堂
◦問＝市観光協会（0942・53・4229）

【第 9 回水郷柳川夏の水まつり「スイ！
水！すい！」】◦日時＝ 8/6 ㈯ 10:00 ～
17:30、8/7 ㈰ 9:00 ～ 16:00 ◦場所＝か
らたち文人の足湯公園一帯◦問＝同実行
委員会（0944・77・8423）

【第 18 回有明海花火フェスタ】◦日時＝
8/21 ㈰ 19:30 ～◦場所＝柳川市学童農
園「むつごろうランド」周辺◦問＝同実
行委員会（070・4690・0856）

【第 61回大川花火大会 嫌われ松子の激
辛島フェスティバル】◦日時＝8/11㈷〈嫌
われ松子の激辛島フェスティバル〉17:00
～ 20:00〈花火大会〉20:00 ～ 21:00
◦場所＝筑後川総合運動公園◦問＝市観
光情報センター（0944・87・0923）

【おおき堀んぴっく 2016 ～リオに続
け！目指せメダリスト】8/28 ㈰ 9:00 ～
17:00 ◦場所＝道の駅おおき◦問＝同実
行委員会（0944・32・1336）

大木町

大川市

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
作
物
相
談
会

無
料
調
停
相
談

　8 月11日（山の日）は、可燃
ごみの収集を行いますので、木
曜日収集地区にお住まいの人
は、時間を守って出し忘れのな
いようにお願いします。ただし、
八女西部クリーンセンターおよ
びリサイクルプラザは閉場しま
すので、ごみの持ち込み（直
接搬入）はできません。
※各家庭にお配りしている『ご
み出し日程表』の特別開場日に

「8 月11日」と記載されていま
すが、誤りです。お詫びして訂
正します。
◦問い合わせ＝環境課
　（☎２３・１４６２）

８月11日（山の日）は、可燃
ごみの特別収集を行います
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火災出火件数  2件 （13件）
救急出動件数 221件 （1,569件）
救急搬送人数 210人 （1,513人）

人身事故発生件数 35件 （231件）
傷　　者 43人 （313人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,639 (-165)
男 30,891  (-54)
女 34,748  (-111)

世帯数 24,495  (-90)
　※（　）内は前月比

出生 31 人 死亡 64人
転入 161 人 転出 293人

◦市県民税（2 期）◦国民健康保険税（2 期）
◦後期高齢者医療保険料（2 期）◦介護保
険料（2期）◦住宅使用料（8月）◦保育料（8月）

◦水道料金・下水道使用料（3 期）◦農業集落排
水施設使用料（3 期）◦下水道受益者負担金（1期）

▼ 6 月の交通事故の状況

▼ 6 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（6 月30日現在）

▼ 6 月の異動
納期限・口座振替日は8月31日㈬

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

8月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 8 月18日㈭ 、9 月1日㈭ ／ 相談13:00
　～ 16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 8 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 8 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 8 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦ 8 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦8月10日㈬ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦8月22日㈪ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦8月16日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
◦8月19日㈮ 13:00～14:00／そよかぜ（星野）
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦8月5日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
◦8月10日㈬13:00 ～16:00/立花市民センター
◦8月12日㈮13:00～16:00/ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦8月4日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦8月9日㈫ 13:30～16:00／
　地域福祉センター（上陽）
◦8月3日㈬、17日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月8日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦8月2日㈫ 13:30 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦8月10日㈬ 9:00 ～12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦8月19日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦8月12日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦8月3日㈬、17日㈬、31日㈬13:30 ～16:00
　／社会福祉会館
◦8月3日㈬、17日㈬ 9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦8月10日㈬、24日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月10日㈬、24日㈬ 9:30 ～ 12:00
　 ／かがやき（立花）
定例税務相談会
◦8月8日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦8月19日㈮13:30 ～ 16:30
　／八女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦8月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所203会議室
◦8月18日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月12日㈮・16日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月16日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦8月18日㈭ 1100 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦8月25日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183

◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦8月16日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市消費
生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
　書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ
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お見合い大作戦！           
2016   IN  八女

㉝市長コラム
　

6
月
末
に
Ｒ
Ｋ
Ｂ
今
日
感
テ
レ
ビ
日
曜
版「
お
見
合
い
大
作
戦
～
八
女・

初
夏
の
陣
～
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年
の
5
月
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
「
ナ
イ
ナ
イ
お
見
合
い
大
作
戦
！
」
を
誘
致
し
成
功
に
導
い
た
地
元

有
志
に
よ
る
「
チ
ー
ム
八
女
」
の
皆
さ
ん
が
再
結
成
し
て
い
た
だ
き
、「
地

域
の
嫁
不
足
解
消
」
を
テ
ー
マ
に
継
続
的
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｒ
Ｋ
Ｂ
と

の
合
同
企
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
▼
私
も
収
録
に
参
加
し
、

八
女
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
参
加
し
た
男
性
陣
に
熱
い
エ
ー

ル
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
番
組
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
も
見
事
11
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
あ
わ
せ
て

テ
レ
ビ
と
い
う
媒
体
で
八
女
市
の
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

素
晴
ら
し
い
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
ま
た
、
昨
年
行
わ
れ

た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ナ
イ
ナ
イ
お
見
合
い
大
作
戦
！
」
で
は
、
番
組
史
上
最
多
の

18
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
２
組
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
さ
ら

に
７
月
、
10
月
に
結
婚
式
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
八
女
市
で
も
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
結
婚
に
つ
な

が
る
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
と
い

う
大
事
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認

識
し
、
こ
の
事
業
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
11
月
に
は
第

２
弾
と
し
て
同
じ
く
「
お
見
合
い
大

作
戦
～
八
女
が
美
味
し
い
！
秋
の

陣
～
」
と
題
し
早
速
準
備
に
入
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
私
も「
チ
ー
ム
八
女
」

の
取
り
組
み
を
支
援
し
な
が
ら
、
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
生
涯
に
わ
た

り
喜
び
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
素

敵
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　

大変盛り上がった「お見合い大作戦！」

三角 文
あ や の

乃ちゃん

Ｈ27年8月20日生（山内）

ニコニコ笑顔がキュー
トな桃杏ちゃん。元気
にすくすく育ってね♡♡

文ちゃん、生まれてきて
くれてありがとう♡明る
く元気に育ってね！

わが家のアイドル♡大
ちゃんの笑顔がみんな
大好きです♡

山田 香
こ な つ

夏ちゃん馬場 心
こ こ ろ

彩ちゃん

石川 理
り ひ と

人ちゃん

Ｈ27年8月9日生（宅間田）Ｈ27年8月6日生（立花町）

Ｈ27年8月20日生（馬場）
伊賀 大

だ い ち

智ゃん

Ｈ27年8月18日生（龍ヶ原）

室園 てんちゃん 橋本 桃
も も

杏ちゃん

Ｈ27年8月21日生（蒲原） Ｈ27年8月22日生（立花町）

１歳おめでとう♡笑顔
いっぱいの香夏♡すくす
く元気に育ってね♪

祝１歳☆毎日ニコニコ元
気なここちゃん♡姉妹仲
良く元気に育ってね！！

祝１歳☆笑顔が可愛い理
人くん！元気で優しい子
に育ってね♡

璃音くん１歳おめでとう！
これからも家族のアイド
ルでいてね。

１歳おめでとう！元気
いっぱいスクスク育っ
てね！

☆祝１歳☆瑛斗にたく
さんの幸せがおとずれ
ますように･･･♡

いつも笑顔でみんなの
癒しの美徠♡のびのび
元気に育ってね！！

里希暁くんお誕生日おめ
でとう♡元気いっぱい、
たくましく育ってね☆

誕生日おめでとう。たくさ
ん食べて元気に大きくなっ
てね。笑顔が大好きよ♡

お誕生日おめでとう！こ
れからも可愛い笑顔で皆
を癒やしてネ♡

いつもニッコリ笑顔の琴
葉ちゃん、皆を癒してあ
げてね。

笑顔の素敵な未空♡元
気で明るく大きく育って
ね！！

１歳お誕生日おめでとう。
これからも元気で大きく
育ってね。

悠真１歳おめでとう！
姉・兄と仲良く元気に
育ってね♡

祝１歳☆お姉ちゃんお
兄ちゃんといっぱい
笑って大きくなってね。

廣井 里
り き あ

希暁ちゃん

月足 聖
せ い や

也ちゃん 川嵜 杏
あ ず さ

彩ちゃん

井上 琴
こ と は

葉ちゃん松鵜 未
み そ ら

空ちゃん松石 英
え い と

人ちゃん 穴見 悠
ゆ う ま

真ちゃん

平島 侑
ゆ う し ん

友心ちゃん

内野 璃
り お ん

音ちゃん 高取 史
ふ み な

奈ちゃん大塚 瑛
え い と

斗ちゃん渡辺 美
み ら い

徠ちゃん

Ｈ27年8月12日生（室岡）

Ｈ27年8月23日生（黒木町） Ｈ27年8月25日生（立花町）

Ｈ27年8月10日生（上陽町）Ｈ27年8月7日生（稲富）Ｈ27年8月5日生（吉田） Ｈ27年8月11日生（大籠）

Ｈ27年8月30日生（忠見）

Ｈ27年8月20日生（本） Ｈ27年8月20日生（黒土）Ｈ27年8月18日生（立花町）Ｈ27年8月12日生（吉田）

いつもニコニコ樹里ちゃん
♡吉原家の宝物♡遊んで
大きくな～れ♪

吉原 樹
じ ゅ り

里ちゃん

Ｈ27年8月31日生（鵜池）
大和の笑顔でみんな幸せ
な気持ちになります。お姉
ちゃんとも仲良くね♡

橋本 大
や ま と

和ちゃん

Ｈ27年8月31日生（黒木町）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

にこにこ笑顔が可愛い
てんちゃん♡１歳おめ
でとう♡

▼
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
高
校

野
球
。
母
校
を
含
め
筑
後
勢

か
ら
4
校
が
県
大
会
に
駒
を
進

め
ま
し
た
。
願
わ
く
ば
後
輩
達

が
甲
子
園
に
駒
を
進
め
る
と
応

援
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
高
校

球
児
達
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
を
期
待
し
ま
す
。（
Ｔ・Ｓ
）

▼
「
こ
っ
ぱ
げ
面
」
取
材
で
星
野

小
学
校
を
訪
問
。鬼
た
ち
に
こ
っ

ぴ
ど
く
叩
か
れ
ま
し
た
。大
人
に

な
っ
て
も
圧
倒
さ
れ
る
迫
力
は一

見
の
価
値
あ
り
。「
あ
り
が
た
い

一発
」
を
浴
び
て
無
病
息
災
と
い

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
郷
土
の
先
覚
者
大
内
暢
三

氏
。
友
好
と
平
和
を
願
う
氏
の

生
き
方
か
ら
、
今
の
時
代
最
も

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
気
が
し
ま
し
た
。（
Ｋ・Ｓ
）
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